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１．地震当日 2011.3.11 の私の体験 

私はそのとき、学校で授業を受けていました。正確には先生が諸事情により、遅れてい

たため授業が始まるのを友達と談笑しながら待っていた。 

すると突然揺れが始まり、「地震かな？」と思っていると揺れがだんだん強くなっていき、

しまいには停電により電灯が消え、机の下にみんなが隠れて揺れがおさまるのを待ってい

た。 

 

２．地震後３ヶ月間の私の動き 

まず、先ほど書いたように私はそのとき学校で授業を受けていたため学校は中断。私の

家は学校のすぐ近くなのでそのまま帰れたが、他の人は電車が停電により運休したり、道

路の信号がつかなかったりと、交通機関が混乱していてすぐには帰れなかったようです。 

また、突然の大地震に携帯所有者が一斉に電話やメールをしたため回線が混乱し、電話

がつながらないという事態になっていました。 

 家に帰った私は、とりあえずニュースを見ようと思いましたが、もちろん停電のため見

ることはできませんでした。そうすると、親がラジオを持ってきたので聞いていました。

もちろんそうだとは予想していましたが、どこの局もこの大地震について報道していまし

た。 

 そんなこんなで三、四日が過ぎ停電も復旧し、水道も使えるようになり、一週間も過ぎ

た頃には食料の流通も普段通り並に戻りました。 



 

３．今私にできること 

今私にできることと、漠然に言われればそれはたくさんのことができるのでしょうが、や

はり身近にして重要な、節電節水を私は心がけたいと思います。電力不足が問題になって

いる今、みんなが協力することで被災者、被災地の方々が早く元気になると私は思います。 

 

English summary 

One day a very big earthquake happened.  

As a result, many, many people died. 

The earthquake was the strongest. 

People's hurt deeply. 

Damage due to the earthquake would continue in future. 

I wish to recover early these. 
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